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i) 系はM左の対等な cellか らなれ 各 ce11はNケのスピy (上向きと下
向きの二つの状態 しかとbえなV'とする)からなる｡ スピン間の相互作用は
短距離で､隣b合 うcell問の相互作用は表面効果として無視する｡




今､ i番 目の Oelユ･の中にある上向きスピンの数をNxi,下向きスピンの数を
N(卜 Xi)'とすると､菊池理論によれば2)
菩 -6日- xi)e蝿 /2kT-xietA鞄/2kTi (1)

















(4)式は Ei に対する 井 藤 塑 徴 分方程 式である O この 方程式の形式的な 解は次
の ように与 えられ る ｡ -･
fi(ち)辛 Ei(0)e一 再Ei)ち
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p(El･f2･-,fBA)-J両 町 expト‡至ヲjk EfkfE〕 (12)
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で与えると､




































次にp(ち)のフーリエ変換 6(a,)を考えよう｡ これは誘電率に関係 した量だ

















高温で f可 ≫ 1では､W印画 の漸近展開
0く〇














2 ユα+〟+ - チ
となD､近似的にDebyeの関係式がえられる｡
次にa2くf2> の評価を行ってみよう. まず くf2> の定義から
･E2,- 孟 暦 <fkfE, - ∑ ∑<fkEE,Ik寺 と
kT'









く f2>～す Xo1- 〔ERo←1〕e-ERoチ
(24)
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となる｡ Ro披,大体 cell の半径であるから､-最近接格子間距離をCとして
(Ro/8)3号-､N
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いるが､ 誘電体のCuriecons七･ Cが大きい (～10Tc)ことに注意すれば
Tcか らかな b敢れた温慶でも回 ｢有限とな れ 単純なDebyerelation
では表わせないことを啓示 している｡ この結果を､TG･S及びfD 2P04に対
するHilト工chikiの実験4)と比戟 してみることは興味深いことと思われる｡
彼 らの実験結果の解析と我 々の理論との本質的な違いは､ 彼 らが緩和時間 T
の確率分布を仮定 しているのに対 して､我々はその逆数 y(E)- T~ 1のある分
布を仮定 している点にある｡今､cell問o'?相関くEkEE> (kキe)を無視す
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よる緩和過程等)に対 しても定性的にはほぼ同じ結果が導かれる｡ しか し､
強磁性体のスピン拡散のような問題では､全スピンが保存量のため､ cell
間の髄互作用をとり入れなければならず､我々の方法は不適当である0
2-0 上の議論はそのまま長距離秩序慶のある場合 (TくTc) にも拡張できる｡
この場合､平衡状態での長距離秩序慶は(4)式よb
taLhKf-2E
から求ま り､ E'からのはずれ 牡-Ei-Eに対する線型近似では
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